
談話

　「最高裁が旧優生保護法を違憲とし、

　　　　強制不妊を断罪し、国に賠償命令を下した」 

丹波琢磨愛知地域人権連合事務局長 

最高裁判所は、7 月 3 日、旧優生保護法の下で、障害者に対して不妊手術を

強要し、2 万 5000 人の人々びとが強制不妊の「戦後最悪の人権侵害」を受けた

訴訟で、旧優生保護法を違憲とし、強制不妊を断罪し、国に賠償命令を下しま

した。不法行為から 20 年で賠償請求権が消える「除斥期間」の国の主張を排

除し、被害者に対して賠償を命じました。 

この最高裁判決の教訓は以下の通りです。 

1. 国家権力こそが人権侵害や差別の元凶であることを社会的に明らかにしま

した。しかも、基本的人権を掲げた現憲法体制の下で行われてきたことを私た

ちは肝に銘じなければなりません。 

2. この最高裁判決を勝ち取った原告は 40 人に満たないにもかかわらず、勇気

を振り絞って当事者として立ち上がり、これに対し弁護団や市民が連帯して闘

ったことが、違憲を勝ち取る原動力となりました。ここには「人権はたたかい

とるもの」という人権の歴史が脈々と流れています。 

3. この最高裁判決は、国家による差別を断罪し、ハンセン病裁判に次ぐわが

国人権史上、歴史的意義を持つものであることを示しています。これらの裁判

の特徴は、「個人の尊厳」「法の下の平等」を定めた現憲法の下で、優生思想

（国家や民族の繁栄のために「優秀な人」の子孫を残し、「劣った人」の遺伝

子を淘汰するという思想）が今なお根を張っていることについて、最高裁が憲

法の良心に基づいて断罪した意義は計り知れないものです。 

4. ハンセン病の「らい予防法」や、障害者の旧優生保護法にしても、古い思

想に基づいた法と制度です。優生思想は、ナチスのユダヤ人などの虐殺に見ら

れるように、この歴史的教訓から学びこれを克服してきたはずのものですが、

それが現在なお先進国の国家権力が国民の間に制度として思想として普及して

きた歴史的犯罪を私たちは直視しなければなりません。 

5. なお、この裁判でも明らかなように、古い意識や思想による差別や人権侵



害は、現代的市民社会の形成により、最高裁判決のように市民が頑張れば必ず

勝利する新しい時代を迎えつつあることも事実です。 

6. 愛知地域人権連合は、憲法違反、強制不妊の不当性を訴えて闘った人々に

敬意を表するとともに、政府に対して国家による当事者に対する心からの謝

罪と賠償を強く要求します。

  私たちは、国家行政によるさまざまな差別や人権侵害に対して、これを許

さない強固な輪を広げ、この教訓からも当事者と手を結び、わが国での人権

伸長のために闘っていく所存です。 


